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一　

本
全
集
は
現
存
す
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
全
著
作
を
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

一　

著
作
の
配
列
は
基
本
的
に
Ｉ
・
ベ
ッ
カ
ー
の
編
纂
し
た
「
ベ
ル
リ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
版
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
全
集
」（A

ristotelis 

opera ex recensione Im
m
anuelis Bekkeri; edidit A

cadem
ia Regia Borussica, Berolini, 1831-70

）の
第
一
巻
、
第
二

巻
に
準
拠
し
、
そ
の
後
に
『
ア
テ
ナ
イ
人
の
国
制
』（
一
八
九
一
年
初
公
刊
）と
逸
失
著
作
か
ら
の
「
断
片
集
」
を
追
録
し
た
。

一　

各
著
作
に
は
個
別
の
「
凡
例
」
を
付
し
、
底
本
そ
の
他
、
当
該
著
作
に
固
有
の
事
項
に
つ
い
て
記
載
し
た
。

一　

各
著
作
に
は
「
目
次
」
の
後
に
訳
者
が
作
成
し
た
「
内
容
目
次
」
を
付
し
た
。

一　

各
著
作
本
文
の
欄
外
上
部
の
算
用
数
字
は
ベ
ッ
カ
ー
版
の
対
応
頁
数
、
ａ
は
そ
の
左
欄
、
ｂ
は
そ
の
右
欄
で
あ
る
こ
と
を
、
ま

た
ａ
、
ｂ
の
後
の
算
用
数
字
は
一
〇
行
ご
と
の
お
よ
そ
の
対
応
行
数
を
示
す
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
著
作
の
箇
所
指
示
は
、
著
作

名
・
巻
・
章
の
後
に
こ
の
頁
数
な
ど
を
付
す
こ
と
に
よ
る
（
例
、
『
自
然
学
』
第
三
巻
第
六
章206a14

）
。
た
だ
し
『
ア
テ
ナ
イ
人

の
国
制
』
と
「
断
片
集
」
に
つ
い
て
は
当
該
巻
（
第
一
九
巻
、
第
二
〇
巻
）の
「
凡
例
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一　

本
文
の
改
行
は
必
ず
し
も
底
本
に
従
わ
ず
、
内
容
に
応
じ
て
適
宜
訳
者
が
行
っ
た
。
ま
た
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
、
場
合
に

応
じ
て
本
文
中
に
箇
条
書
き
の
記
号
を
使
用
し
た
り
、
（　

）や
傍
点
、
「　

」
や
、―

な
ど
の
記
号
を
、
適
宜
訳
者
が
補
足
し

た
り
し
て
い
る
。

一　

本
文
中
の
〔　

〕は
、
訳
者
に
よ
る
文
意
の
補
足
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
『　

』
は
著
作
名
を
示
す
た
め
に
使
用
し
た
。
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一　

ギ
リ
シ
ア
語
カ
ナ
表
記
に
あ
た
っ
て
は
、
φ
、
χ
、
θ
を
そ
れ
ぞ
れ
π
、
κ
、
τ
と
区
別
し
な
い
。
母
音
の
長
短
は
普
通
名
詞

に
お
い
て
の
み
区
別
し
、
固
有
名
詞
で
は
原
則
と
し
て
音
引
き
を
省
略
し
た
（
例
、
ピ
ロ
ソ
ピ
ア
ー
、
プ
ラ
ト
ン
）
。
ま
たου

は

普
通
名
詞
の
場
合
の
み
音
引
き
表
記
す
る
が
（
例
、
ヌ
ー
ス
）
、
固
有
名
詞
に
つ
い
て
も
若
干
の
場
合
は
慣
用
に
従
っ
た
（
例
、
ム

ー
サ
）
。

一　

各
著
作
の
「
注
」
や
「
解
説
」
で
文
献
を
参
照
す
る
際
に
は
次
項
の
要
領
で
略
記
し
、
当
該
著
作
の
「
解
説
」
の
最
後
に
掲
げ

る
文
献
表
で
書
誌
を
示
し
た
。

一　

近
現
代
の
著
作
を
参
照
す
る
場
合
に
は
著
者
名
と
当
該
頁
数
を
（
同
一
著
者
に
よ
る
複
数
著
作
を
区
別
す
る
場
合
は
著
者
名
に

出
版
年
を
添
え
た
）
、
古
注
の
場
合
に
は
当
該
頁
数
お
よ
び
行
数
を
示
し
た
。
古
注
の
略
称
や
略
号
な
ど
は
書
誌
の
末
尾
に
示
し

た
。
た
だ
し
注
釈
書
や
翻
訳
に
つ
い
て
は
対
応
箇
所
を
特
定
し
に
く
い
場
合
に
限
っ
て
頁
数
等
を
明
記
し
た
。

一　

必
要
に
応
じ
て
「
補
注
」
を
作
成
し
、
各
著
作
本
文
の
後
に
付
し
た
。

一　

各
巻
末
に
は
、
各
著
作
ご
と
に
固
有
名
詞
お
よ
び
主
要
概
念
、
重
要
語
に
つ
い
て
の
簡
略
な
「
索
引
」
を
付
し
た
。
な
お
別
巻

と
し
て
「
総
索
引
」
を
作
成
す
る
。
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一　

本
訳
の
底
本
と
し
て
用
い
た
の
は
、
次
の
書
物
で
あ
る
。

D
rossaart Lulofs, H

.J. 1965. A
ristotelis D

e generatione anim
alium

, recognovit brevique adnotatione critica in-

struxit 

（O
xford Classical T

exts

）, O
xford.

こ
れ
と
異
な
る
テ
キ
ス
ト
の
読
み
方
を
採
用
し
た
箇
所
は
注
に
よ
っ
て
示
し
た
。

一　

底
本
で
は
、Bekker

の
校
訂
に
な
い
文
を
挿
入
し
て
行
が
増
え
た
場
合
、
増
え
た
行
の
行
数
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば33

a, 

33
b, 33

c

な
ど
と
、
行
の
数
字
の
肩
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
付
記
し
て
表
示
し
て
い
る
。

一　

D
iels, H

., und W
. K
ranz. 1951-52⁶. D

ie Fragm
ente der V

orsokratiker. 3  Bde. Berlin

の
参
照
指
示
に
つ
い
て
は
、

た
と
え
ば
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
「
断
片
」68B32 D

K
,

エ
ン
ペ
ド
ク
レ
ス31A

73 D
K

な
ど
と
略
記
す
る
。
前
者
の32 

は
デ
モ
ク

リ
ト
ス
の
断
片
番
号
を
示
し
、
後
者
の73 

は
エ
ン
ペ
ド
ク
レ
ス
の
Ａ
項
（
生
涯
と
学
説
）の
資
料
番
号
を
示
す
。

一　
『
動
物
誌
』
は
、
本
全
集
で
の
底
本
選
択
の
関
係
か
ら
、
同
書
第
七
巻
か
ら
第
九
巻
ま
で
の
巻
数
が
、
本
全
集
と
従
来
の
標
準

（Bekker

）版
（
に
準
拠
し
た
旧
版
全
集
や
岩
波
文
庫
）と
で
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
（
『
動
物
誌
』
第
七
巻
＝
標
準
版
の
第
八
巻
、
第

八
巻
＝
同
第
九
巻
、
第
九
巻
＝
同
第
七
巻
）
。
本
訳
で
は
、
箇
所
参
照
の
際
、
巻
数
表
示
部
分
に
標
準
版
の
巻
数
を
（　

）で
付
記

し
た
。
例
、
『
動
物
誌
』
第
八
巻
（
九
巻
）第
一
七
章616b19.

一　

傍
注
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
「
ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス
医
学
文
書
」
な
い
し
『
ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス
全
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
文
書
を
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引
用
す
る
際
の
著
者
名
は
、
簡
便
の
た
め
「
ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス
」
と
す
る
。
な
お
、
邦
訳
著
作
名
の
表
記
は
、
原
則
と
し
て
エ
ン

タ
プ
ラ
イ
ズ
版
『
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
全
集
』
に
準
拠
す
る
。
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目
　
　
次

凡　
　

例

本
文
の
内
容
目
次

第
一
巻 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
　

非
微

第
二
巻 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
非
避
非

第
三
巻 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
非
枇
備

第
四
巻 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
飛
樋
毘

第
五
巻 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
樋
避
微

解　
　

説
（
樋
簸
微

）

索　
　

引
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本
文
の
内
容
目
次

　

第
一
巻

第
一
章　

本
書
の
目
的　

動
物
の
発
生
の
原
因
と
な
る
運
動
の
始
原
に
つ
い
て 

…
…
…
…
…
…
…
…
…　
　

非
枇

⑴
動
物
の
多
様
な
発
生
の
様
態　

⑵
有
血
動
物
と
無
血
動
物　

⑶
雄
と
雌
が
交
接
す
る
も
の　

⑷
ひ
と
り
で
に
発
生
す
る
も
の　

⑸
植
物
の
生
成
の
様
態

第
二
章　

雄
と
雌
が
発
生
の
始
原
で
あ
る
こ
と 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
　

飛
飛

⑴
雄
と
雌
の
相
違
に
つ
い
て　

⑵
能
力
に
よ
る
両
者
の
相
違　

⑶
発
生
に
寄
与
す
る
体
の
部

分
に
お
け
る
両
者
の
相
違

第
三
章　

発
生
に
寄
与
す
る
雄
と
雌
の
体
の
器
官 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
　

飛
尾

⑴
雄
の
睾
丸
と
そ
の
周
辺
部
分　

⑵
睾
丸
の
有
無　

⑶
睾
丸
の
配
置　

⑷
雌
の
子
宮
と
そ
の

周
辺
部
分　

⑸
子
宮
の
構
造
と
そ
の
配
置

第
四
章　

発
生
に
寄
与
す
る
雄
の
体
の
器
官
（
一
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
　

飛
枇

⑴
睾
丸
は
動
物
の
発
生
に
と
っ
て
必
要
で
な
い
こ
と　

⑵
睾
丸
が
存
在
す
る
こ
と
の
目
的
に

つ
い
て

第
五
章　

発
生
に
寄
与
す
る
雄
の
体
の
器
官
（
二
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
　

樋
飛

⑴
雌
と
交
接
す
る
た
め
の
器
官　

⑵
陰
茎
の
有
無　

⑶
睾
丸
の
位
置
に
よ
る
動
物
間
の
相
違

に
つ
い
て
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第
六
章　

発
生
に
寄
与
す
る
雄
の
体
の
器
官
（
三
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
　

樋
樋

⑴
魚
類
や
ヘ
ビ
が
睾
丸
を
も
た
な
い
こ
と
の
原
因　

⑵
魚
類
の
交
尾
の
仕
方

第
七
章　

発
生
に
寄
与
す
る
雄
の
体
の
器
官
（
四
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
　

樋
簸

⑴
ヘ
ビ
が
睾
丸
と
陰
茎
を
も
た
な
い
こ
と
の
原
因　

⑵
ヘ
ビ
の
体
の
構
造
と
交
尾
の
仕
方

第
八
章　

発
生
に
寄
与
す
る
雌
の
体
の
器
官
（
子
宮
）の
配
置
と
発
生
の
し
く
み
（
一
） 

…
…
…
…
…
…
…　
　

樋
尾

⑴
子
宮
の
配
置
を
め
ぐ
る
動
物
間
で
の
対
立　

⑵
哺
乳
類
と
軟
骨
魚
類
の
場
合　

⑶
魚
類
、

鳥
類
と
爬
虫
類
の
場
合

第
九
章　

胎
児
を
産
む
動
物
間
で
の
差
異
特
性
（
一
）
　―

　

哺
乳
類
の
場
合 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
　

樋
枇

第
一
〇
章　

胎
児
を
産
む
動
物
間
で
の
差
異
特
性
（
二
）
　―

　

軟
骨
魚
類
、
ク
サ
リ
ヘ
ビ
の
場
合 

…
…
…　
　

樋
枇

第
一
一
章　

発
生
に
寄
与
す
る
雌
の
体
の
器
官
（
子
宮
）の
配
置
と
発
生
の
し
く
み
（
二
） 

…
…
…
…
…
…
…　
　

簸
避

⑴
軟
骨
魚
類
の
子
宮
の
配
置
と
発
生
の
し
く
み　

⑵
哺
乳
類
の
子
宮
の
配
置
と
発
生
の
し
く

み

第
一
二
章　

発
生
に
寄
与
す
る
体
の
器
官
の
位
置
（
一
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
　

簸
飛

⑴
雌
が
子
宮
を
体
内
に
も
つ
こ
と
の
原
因　

⑵
睾
丸
を
体
外
に
も
つ
雄
と
体
内
に
も
つ
雄
が

い
る
こ
と
の
原
因　

⑶
子
宮
の
位
置
に
よ
る
動
物
間
の
相
違

第
一
三
章　

発
生
に
寄
与
す
る
体
の
器
官
の
位
置
（
二
） 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
　

簸
簸

⑴
排
泄
の
た
め
の
管
と
精
液
が
通
過
す
る
管
と
の
関
係　

⑵
哺
乳
類
の
子
宮
と
そ
の
位
置　

⑶
魚
類
の
子
宮
と
そ
の
位
置　

⑷
軟
骨
魚
類
の
子
宮
の
構
造　

⑸
精
液
が
通
過
す
る
管
の
位

置

第
一
四
章　

無
血
動
物
（
軟
殻
動
物
、
軟
体
動
物
、
有
節
動
物
、
殻
皮
動
物
）の
発
生
に
寄
与
す
る
体
の 

器
官
と
発
生
の
し
く
み 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
　

簸
尾
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⑴
殻
皮
動
物
の
特
異
な
発
生
方
式　

⑵
軟
殻
動
物
の
交
尾
の
仕
方

第
一
五
章　

軟
体
動
物
と
軟
殻
動
物
の
発
生
に
寄
与
す
る
体
の
器
官
と
発
生
の
し
く
み 

…
…
…
…
…
…
…　
　

簸
枇

⑴
軟
体
動
物
の
交
尾
の
仕
方　

⑵
軟
殻
動
物
の
交
尾
の
仕
方

第
一
六
章　

有
節
動
物
の
発
生
に
寄
与
す
る
体
の
器
官
と
発
生
の
し
く
み 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
　

備
避

⑴
雄
と
雌
が
交
接
す
る
も
の　

⑵
ひ
と
り
で
に
発
生
す
る
も
の　

⑶
雄
と
雌
の
体
の
形
状　

⑷
有
節
動
物
の
交
尾
の
仕
方

第
一
七
章　

精
液
と
月
経
血
の
自
然
本
性
を
め
ぐ
っ
て 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
　

備
飛

⑴
精
液
と
月
経
血
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
問
い　

⑵
「
精
液
は
全
身
か
ら
や
っ
て
く
る
」
と

主
張
し
て
い
る
人
々
の
説
と
そ
の
論
拠
と
さ
れ
る
も
の

第
一
八
章　

精
液
の
自
然
本
性
を
め
ぐ
っ
て 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
　

備
備

⑴
「
精
液
は
全
身
か
ら
や
っ
て
く
る
」
と
主
張
し
て
い
る
人
々
の
説
に
対
す
る
批
判　

⑵
事

物
の
生
成
と
い
う
観
点
に
立
っ
た
精
液
の
働
き　

⑶
精
液
は
有
用
な
余
剰
物　

⑷
精
液
が
有

用
な
余
剰
物
で
あ
る
こ
と
を
示
す
証
拠

第
一
九
章　

月
経
血
の
自
然
本
性
を
め
ぐ
っ
て 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
　

微
尾

⑴
発
生
に
お
い
て
雌
が
は
た
す
役
割
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
問
い　

⑵
精
液
は
最
終
段
階
に

お
け
る
栄
養
（
血
液
）の
余
剰
物　

⑶
雌
の
月
経
血
は
雄
の
生
殖
液
に
対
応
す
る
こ
と　

⑷
月

経
血
は
形
成
さ
れ
る
胚
子
の
素
材
に
あ
た
る
こ
と

第
二
〇
章　

雌
の
月
経
血
が
発
生
に
お
い
て
は
た
す
役
割 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
　

枇
樋

⑴
「
雌
も
精
液
を
提
供
す
る
」
と
い
う
説
に
対
す
る
批
判　

⑵
雌
の
自
然
本
性
と
月
経
血
と

の
関
係　

⑶
月
経
血
の
浄
化
が
生
じ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

第
二
一
章　

雄
の
精
液
が
発
生
に
お
い
て
は
た
す
役
割 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
　

枇
毘



本文の内容目次

9

⑴
雄
の
精
液
の
働
き
を
め
ぐ
る
問
い　

⑵
事
物
の
生
成
と
い
う
観
点
に
立
っ
た
精
液
の
働
き　

⑶
精
液
の
中
の
運
動
が
発
生
に
関
与
す
る
こ
と　

⑷
鳥
類
の
風
卵
の
形
成
か
ら
明
ら
か
に
な

る
事
実

第
二
二
章　

雄
と
雌
が
発
生
に
ど
の
よ
う
に
寄
与
す
る
か
と
い
う
問
い 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
　

毘
簸

⑴
胚
子
の
形
成
が
雌
の
体
内
で
生
じ
る
こ
と
の
原
因　

⑵
雌
は
胚
子
の
素
材
を
提
供
す
る　

⑶
精
液
は
形
成
さ
れ
る
胚
子
の
部
分
で
は
な
い
こ
と　

⑷
技
術
製
作
品
と
の
対
比

第
二
三
章　

動
物
と
植
物
と
の
間
の
区
別 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
　

毘
尾

⑴
歩
行
す
る
能
力
と
動
物
に
お
け
る
雄
と
雌
の
区
別　

⑵
植
物
に
お
い
て
雄
と
雌
が
一
体
化

し
て
い
る
こ
と
の
原
因　

⑶
感
覚
の
有
無
に
よ
る
動
物
と
植
物
と
の
区
別　

⑷
動
物
と
植
物

と
の
中
間
的
存
在
（
殻
皮
動
物
）

　

第
二
巻

第
一
章　

発
生
の
し
く
み
と
い
う
観
点
に
立
っ
た
動
物
の
分
類
、
動
物
の
体
の
諸
部
分
の
生
成 

…
…
…　
非
避
飛

⑴
雌
と
雄
が
分
か
れ
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
の
原
因　

⑵
「
何
か
の
た
め
に
」
と
い
う
原
因

（
目
的
因
）と
「
必
然
に
よ
る
」
と
い
う
原
因　

⑶
発
生
の
し
く
み
と
い
う
観
点
に
立
っ
た
動

物
分
類
（
「
胎
児
を
産
む
も
の
」
「
卵
を
産
む
も
の
」
「
蛆
（
ス
コ
ー
レ
ー
ク
ス
）を
産
む
も
の
」
）　

⑷
自
然
本
性
の
熱　

⑸
動
物
の
発
生
に
お
け
る
始
動
（
起
動
）因
を
め
ぐ
る
難
問　

⑹
動
物
の

体
の
諸
部
分
の
生
成
過
程

第
二
章　

精
液
の
組
成 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
非
飛
非

⑴
精
液
の
自
然
本
性
を
め
ぐ
る
難
問　

⑵
精
液
は
水
と
気
息
（
プ
ネ
ウ
マ
）か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
こ
と
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動物の発生について

第
三
章　

精
液
や
胚
子
が
魂
を
ど
の
よ
う
な
仕
方
で
も
つ
の
か
と
い
う
問
い 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
非
飛
備

⑴
物
体
と
し
て
の
精
液
を
め
ぐ
る
難
問　

⑵
栄
養
摂
取
の
た
め
の
魂
と
感
覚
的
魂　

⑶
知
性

の
み
が
外
か
ら
や
っ
て
く
る
こ
と
、
知
性
の
み
が
神
的
で
あ
る
こ
と　

⑷
熱
と
生
命
の
始
原

第
四
章　

体
内
に
胎
児
を
産
む
も
の
の
発
生
の
し
く
み
（
一
）
　―

　

精
液
と
月
経
血
の
分
離
と
胚
子 

の
形
成 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
非
樋
飛

⑴
月
経
血
の
形
成
と
そ
の
原
因　

⑵
精
液
が
月
経
血
を
素
材
と
し
て
胚
子
を
形
成
し
て
い
く

過
程　

⑶
始
原
と
し
て
の
心
臓
の
形
成　

⑷
子
宮
内
で
体
の
諸
部
分
が
分
化
し
て
い
く
プ
ロ

セ
ス　

⑸
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
説
に
対
す
る
批
判　

⑹
臍
の
緒
を
通
し
て
の
栄
養
の
獲
得
に
よ

る
胚
子
の
成
長

第
五
章　

体
内
に
胎
児
を
産
む
も
の
の
発
生
の
し
く
み
（
二
）
　―

　

胚
子
の
成
長
過
程 

…
…
…
…
…
…　
非
簸
微

⑴
雌
が
雌
だ
け
で
子
を
産
ま
な
い
こ
と
の
原
因　

⑵
胚
子
の
成
長
過
程
に
お
け
る
変
化

第
六
章　

体
内
に
胎
児
を
産
む
も
の
の
発
生
の
し
く
み
（
三
）
　―

　

体
の
各
部
分
の
形
成 

…
…
…
…
…　
非
備
非

⑴
気
息
に
よ
る
体
の
各
部
分
の
分
化　

⑵
体
の
各
部
分
が
形
成
さ
れ
て
い
く
順
序
を
め
ぐ
っ

て　

⑶
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
説
に
対
す
る
批
判　

⑷
同
質
部
分
（
筋
、
骨
、
皮
膚
等
）の
形
成　

⑸
脳
と
眼
の
形
成　

⑹
骨
格
の
形
成　

⑺
歯
の
形
成

第
七
章　

体
内
に
胎
児
を
産
む
も
の
の
発
生
の
し
く
み
（
四
）
　―

　

子
宮
内
に
お
け
る
胎
児
の
成
長 

…　
非
尾
毘

⑴
胎
盤
葉
の
形
成　

⑵
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
説
に
対
す
る
批
判　

⑶
動
物
の
生
殖
不
能
に
つ
い

て

第
八
章　

半
ロ
バ
が
生
殖
不
能
で
あ
る
こ
と
の
原
因 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
非
微
尾

⑴
エ
ン
ペ
ド
ク
レ
ス
と
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
説
に
対
す
る
批
判　

⑵
論
理
に
よ
る
一
般
的
な
論

証
と
そ
の
帰
趨　

⑶
半
ロ
バ
が
生
殖
不
能
で
あ
る
の
は
、
ウ
マ
と
ロ
バ
の
体
の
自
然
本
性
に

起
因
す
る
こ
と
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